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5.3.3 脱調検出状態の取得／解除     
脱調を検出しているか否の状態を取得するには、コマンド”ＰＲＤ”を使用します。 

 （例）脱調検出状態取得 

  ＆０６ＰＲＤ３   チャンネル３の脱調検出状態を取得 

  → ＞＆０６ＰＲＤ０  脱調は発生していない 

コマンド”ＰＲＤ”は、 

脱調が発生していないとき ”０” 

脱調が発生しているとき ”１” 

ＡＢＳエンコーダとの通信異常 ”２” 

を応答します。脱調発生、ＡＢＳエンコーダとの通信異常の場合、該当するチャンネルの脱調出力ポートがＯＮされ

ます。脱調出力ポートを、ＲＣ－４２０のＳＴＡＬＬセンサ入力ポートに接続して、ＲＣ－４２０に対しコマンド”ＱＳＳ”で”２”

を設定することにより、脱調検出を各チャンネルのコントローラに通知することができます。 

 

脱調検出状態を解除するためには、コマンド”ＰＲＳ”を使用します。 

 （例）脱調検出状態解除 

  ＆０６ＰＲＳ３   チャンネル３の脱調検出状態を解除 

  → ＞＆０６ＰＲＳ０  チャンネル３で検出された脱調状態の解除成功 

コマンド”ＰＲＳ”実行時に、ポジションには、パルス数換算のＡＢＳエンコーダ値が自動的に設定されます。 

 

5.3.4 脱調出力ポート状態の取得／設定     
脱調が検出されていない状態では、該当するチャンネルの脱調出力ポートは”０”（ＯＦＦ）の状態です。脱調を検出

すると、該当するチャンネルの脱調出力ポートは”１”（ＯＮ）の状態となります。 

脱調出力ポートの状態を取得するには、コマンド”ＣＳＤ”を使用します。 

 （例）脱調出力ポート状態取得 

＆０６ＣＳＤ３   チャンネル３の脱調出力ポート状態を取得 

   → ＞＆０６ＣＳＤ０  脱調出力ポートは”０”（ＯＦＦ）状態 

 

脱調出力ポートの状態は、コマンド”ＣＳＳ”により設定することが可能です。 

 （例）脱調出力ポート状態設定 

＆０６ＣＳＳ３，１  チャンネル３の脱調出力ポート状態を”１”（ＯＮ）に設定 

→ ＞＆０６ＣＳＳ 

 

5.4 汎用入力ポート状態の取得     
ＲＣ－４３１には、２ビットの汎用入力ポートがあります。このポートの状態を取得するためには、コマンド”ＣＩＤ”を使用 

します。 

 （例）汎用入力ポート状態取得 

＆０６ＣＩＤ   汎用入力ポート状態を取得 

   → ＞＆０６ＣＩＤＨ０００１  汎用入力ポート状態は、Ｈ０００１（０ビット目がＯＮ） 

 

 

5.5 ＲＣ－４３１バージョン情報の取得     
ＲＣ－４３１のバージョン情報を取得するためには、コマンド”９ＶＤ”を使用します。 

 （例）ＲＣ－４３１バージョン情報取得 

＆０６９ＶＤ   バージョン情報を取得 

   → ＞＆０６９ＶＤＲＣ－４３１ Ｖｅｒ****．** ｂｙ ＲＯＲＺＥ（２０**－**－**） 



６．ＲＣ－４３１設定例 
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６．ＲＣ－４３１設定例     
ＲＣ－４３１を使用するにあたり、以下の構成を考えます。 

 

このような場合、以下の流れに従って設定を行います。 

 

 

 

 

 

チャンネル１
ＲＣ－４２０
（＆０１）

ドライバ モータ
ＡＢＳエンコーダ

チャンネル１

チャンネル２
ＲＣ－４２０
（＆０２）

ドライバ モータ
ＡＢＳエンコーダ

チャンネル２

チャンネル３
ＲＣ－４２０
（＆０３）

ドライバ モータ
ＡＢＳエンコーダ

チャンネル３

チャンネル４
ＲＣ－４２０
（＆０４）

ドライバ モータ
ＡＢＳエンコーダ

チャンネル４

ＲＣ－４３１
（＆０６）

Ｚ軸

バレル

アーム

リスト

&06 6CD ch → >&066CDec
&ch 6PS ec

電源投入

エンコーダ
状態確認

エンコーダ設定

H00000以外

H00000

脱調検出設定

コントローラ側
現在位置設定

エンコーダ
異常処理

ｃｈ＝０１～０４について実行

ｃｈ

&06 PES ch,256
&06 PSS ch,1
&06 PRS ch
&ch QSS 2
&ch QRS

&06 PBS ch,dt
        dt : ch=01→ 08.19200
        dt : ch=02→ 26.21440
        dt : ch=03→ 27.30667
        dt : ch=04→-17.06667

5.1.2 ABSエンコーダ状態
取得／クリアの項目参照

&06 POS ch,dt
        dt : ch=01→ 0
        dt : ch=02→ 0
        dt : ch=03→ 0
        dt : ch=04→ 0

開始

終了
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 ９ＶＤ   バージョン情報取得  

 

■書式：  ＆ ＩＤ  ９ＶＤ 

  コントローラのバージョン情報を取得します。 

 

■応答：  ＞＆ ＩＤ  ９VＤ  ｖｒ    

   ｖｒ   戻り値  :“ＲＣ－４３１ Ｖｅｒ＊＊＊＊．＊＊ ｂｙ ＲＯＲＺＥ（２０＊＊-＊＊-＊＊）” 

 

■エラーコード： なし 

 

■使用例：  ＆０６９VＤ  コントローラの制御ソフトウェアのバージョンを取得します。 

  ＞＆０６９VＤＲＣ－４３１ Ｖｅｒ＊＊＊＊．＊＊ ｂｙ ＲＯＲＺＥ（２０＊＊-＊＊-＊＊） 

 

■必要設定： なし 

 

■関連事項： なし 

 

 

 

 

 

 ＣＩＤ   汎用入力状態取得  

 

■書式：  ＆ ＩＤ  ＣＩＤ ｂｔ   

  汎用入力ポートの状態を取得します。ビット指定をしない場合は、全ビットを一括して取得します。 

   ｂｔ   ビット指定  １０進数  ：０～１ 

     省略時  ：全ビットのデータを１６進数で取得 

 

■応答：  ＞＆ ＩＤ  ＣＩＤ ｄｔ   

   ｄｔ   データ 

   ビット指定時 １０進数  ：０～１ 

   ビット指定省略時 １６進数  ：Ｈ００００～Ｈ０００３ 

 

■エラーコード： なし 

 

■使用例：  ＆０６ＣＩＤ１  汎用入力ポートのビット１の状態を取得します。 

  ＞＆０６ＣＩＤ１  汎用入力ポートのビット１の状態は１です。 

 

  ＆０６ＣＩＤ  汎用入力ポートの状態を取得します。 

  ＞＆０６ＣＩＤＨ０００１ 汎用入力ポートの状態は０００１ｈです。 

 

■必要設定： なし 

 

■関連事項： なし 
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 ＰＢＤ   エンコーダ／パルス比＊注１取得  

 

■書式：  ＆ ＩＤ  ＰＢＤ  ｃｈ   

   ｃｈ  で指定されたチャンネルの、ＡＢＳエンコーダとパルス入力ポートに入力されるパルスとの 

比率を取得します。 

   ｃｈ  チャンネル     １０進数  ：０～５ 

 

■応答：  ＞＆ ＩＤ  ＰＢＤ ｄｔ   

   ｄｔ   エンコーダ／パルス比 １０進数  ：０００００００１．００～９９９９９９９９．９９ 

小数点以下の桁数が２桁以上の場合は、コマンド“ＰＢＳ”で設定したときの小数点以下の桁数 

となります。 

         （初期値 ：１．００） 

 

■エラーコード： なし 

 

■使用例：  ＆０６ＰＢＤ  エンコーダ／パルス比を取得します。 

  ＞＆０６ＰＢＤ００２００.００ エンコーダ／パルス比は２００.００です。 

 

■必要設定： なし 

 

■関連事項： エンコーダ／パルス比＊注１ モータ１回転時のＡＢＳエンコーダ値（１３１，０７２）を、モータ１回転の 

パルス数で除算した値です。 

 

 

 

 ＰＢＳ   エンコーダ／パルス比＊注１設定  

 

■書式：  ＆ ＩＤ  ＰＢＳ  ｃｈ  ，  ｄｔ   

   ｃｈ  チャンネル     １０進数   ：０～５ 

   ｄｔ   エンコーダ／パルス比 １０進数   ：１．００～９９９９９９９９．９９ 

小数点以下は、１桁以上設定してください。 

小数点以下は、８桁まで設定可能です。（初期値 ：１．００） 

 

■応答：  ＞＆ ＩＤ  ＰＢＳ 

 

■エラーコード： ＠４Ａ   エンコーダ／パルス比の設定失敗 

 

■使用例：  ＆０６ＰＢＳ３，２００.００ チャンネル３のエンコーダ／パルス比を２００．００に設定します。 

  ＞＆０６ＰＢＳ 

 

■必要設定： なし 

 

■関連事項： エンコーダ／パルス比＊注１ モータ１回転時のＡＢＳエンコーダ値（１３１，０７２）を、モータ１回転の 

パルス数で除算した値です。 
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 ＰＣＳ   ＡＢＳエンコーダ状態＊注１クリア                              

 

■書式：  ＆  ＩＤ  ＰＣＳ  ｃｈ   

   ｃｈ  で指定されたチャンネルのＡＢＳエンコーダの状態をクリアします。 

  ただし、ビット１６のＢＡＴＥＲＲの状態は、エラー要因が解消されるまでクリアされません。 

   ｃｈ  チャンネル  １０進数  ：０～５ 

 

■応答：  ＞＆  ＩＤ  ＰＣＳ  

 

■エラーコード： なし 

 

■使用例：  ＆０６ＰＣＳ３  チャンネル３のＡＢＳエンコーダの状態をクリアします。 

  ＞＆０６ＰＣＳ 

 

■必要設定： なし 

 

■関連事項： ＡＢＳエンコーダ状態＊注１ 下表を参照してください。 

 

 

ＡＢＳエンコーダ状態 

呼称 説明 解除方法 

バッテリ警告 

BATT （Bit0） 

メインバッテリ電圧が3.0V（Typ.）以下になった場合、“１”  

（サブバッテリ未使用） 

コマンド“PCS”でクリア 

 

バッテリ異常 

MTERR （Bit1） 

 

非動作状態に移行しエンコーダとしての機能を果たせなくなった場合、“1” 

エンコーダ内蔵バックアップ用コンデンサの電圧、又は外部バッテリ電圧におい

て、どちらか高い方の電圧が２．８Ｖ（typ.）以下になった場合 

コマンド“PCS”でクリア 

速度過大 

OVSPD  (Bit3) 

回転速度6600rpmを超えた場合、“１” コマンド“PCS”でクリア 

EEPROMアクセスエラー 

MEMERR （Bit4） 

エンコーダ内EEPROMとのアクセス異常発生時、 “１” 

①データ書き込み時におけるデータ書込完了信号の応答異常、データ不一致。

②データ読込み時のチェック異常 

コマンド“PCS”でクリア 

整合性エラー 

STERR （Bit5） 

ABSブロックとＩＮＣブロックの整合モニタ。下記①、②を比較し、データが異なって

いた場合に、“１” 

①アブソリュートセンサの特定１ビット 

②ASIC内シフトレジスタの特定１ビット 

電源再投入でクリア 

多回転計数エラー 

PSERR （Bit6） 

“多回転数ブロック”と“１回転計数ブロック”の整合モニタ。下記①、②を比較しデー

タが異なっていた場合、“１” 

①磁気式エンコーダによって求めた多回転計数量 

②１回転内絶対値のキャリー／ボローによって、擬似的に求めた多回転計数量 

電源再投入でクリア 

1回転計数フラグ 

BUSY （Bit7） 

１回転内絶対値の確定作業中のフラグ。 

Ｍ系列センサのスキャンデータが論理的に誤っている場合、かつ３回検出したスキ

ャンデータが一致しない場合に“１”を出力、その間全てのデータは不定となる。

確定作業終了時にクリア 

自動復帰 

（回転速度を300rpmにす

る。） 

EEPROMアクセス中  

MEMBUSY （Bit8） 

エンコーダ内EEPROMとのアクセス中を示すフラグ。 アクセス終了後“０”に復帰 

バッテリエラー 

BATERR （Bit16） 

サブバッテリ使用中で、“１” 

（メインバッテリの交換が必要） 

メインバッテリの交換により

クリア 

  参考資料： アブソリュートエンコーダ仕様書，Z41432-83，日本電産ネミコン㈱） 
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 ＰＲＤ   脱調検出状態取得  

 

■書式：  ＆  ＩＤ  ＰＲＤ  ｃｈ   

  チャンネル ｃｈ  での脱調エラー＊注１の有無を取得します。 

 

■応答：  ＞＆  ＩＤ  ＰＲＤ  ｅｒ   

   ｅｒ   脱調エラー １文字 

     ‘ ０ ’   ：脱調なし（初期値） 

     ‘ １ ’   ：脱調発生 

     ‘ ２ ’   ：ＡＢＳエンコーダとの通信異常＊注２ 

 

■エラーコード： なし 

 

■使用例：  ＆０６ＰＲＤ  エンコーダによる脱調検出時の脱調エラー有無を取得します。 

  ＞＆０６ＰＲＤ０  脱調エラーは発生していません。 

 

■必要設定： なし 

 

■関連事項： 脱調エラー＊注１  脱調エラーを検出すると、該当する脱調出力ポートがＯＮされます。 

  通信異常 ＊注２  ＡＢＳエンコーダとの通信に異常が発生した場合も、脱調と判定され、 

脱調出力ポートがＯＮされます。 

 

 

 

 ＰＲＳ   脱調検出状態解除  

 

■書式：  ＆  ＩＤ  ＰＲＳ  ｃｈ   

  チャンネル ｃｈ  で検出された脱調状態を解除します。 

  ポジション（コマンド”６ＰＳ”、”６ＰＤ”）には、パルス数換算ＡＢＳエンコーダ値（コマンド”６ＣＤ”）の値が 

  設定されます。 

  また、解除されたチャンネルの脱調出力ポートはＯＦＦされます。 

 

■応答：  ＞＆ ＩＤ  ＰＲＳ ｒｓ  

   ｒｓ  実行結果  １文字  ：’０’→脱調状態の解除成功 

        ’１’→脱調状態の解除失敗 

 

■エラーコード： なし 

 

■使用例：  ＆０６ＰＲＳ３  チャンネル３の脱調エラーを解除します。 

  ＞＆０６ＰＲＳ０  チャンネル３の脱調エラーが解除されました。 

 

■必要設定： なし 

 

■関連事項： なし 

 



33



 

RCD 110328 

ｘｘｘ 

ローツェ株式会社 
◆本  社 
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代表 TEL(084)960-0001 FAX(084)960-0200 

フリーダイアル 0120-03-1955 

お問い合わせ用メールアドレス infomail@rorze.com 

ホームページアドレス http://www.rorze.com 

＊ローツェ製品は全て無償保証期間を２４ヶ月とします。 

＊改良のため、お断りなしに仕様の一部を変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 
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